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１２月２２日は冬至！ 柚子
ゆ ず

湯
ゆ

の始まりは？ 

 冬至には柚子湯に入る風習があります。「冬至」と「湯治」をかけたもので、端午の節句の菖蒲のように芳香のあ

るものには邪気を除く呪力があると理解されていたようです。柚子湯の古い資料は『東都歳時記』（一八三八）

で、「今日銭湯風呂屋にて柚湯を焚く」と記されています。柚子湯の始まりは江戸後期の天保の頃のようですね。 

※参考資料『史料が語る年中行事の起原』 阿部 泉／著 清水書院 2021.12   

    国会デジタルコレクション 『江戸歳時記 4巻付録 1巻［2］』 51 コマ左頁（インターネット公開資料） 

 

 

 

福岡市総合図書館 図書サービス課 図書資料係 ☎092-852-0632 
 

                            

 

 

 

 

 

 

 

今月の特集！ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レファレンスだより 2025年12月号No.276 
 

 
冬将軍とは、寒さと雪をもたらす上空の寒気の集団のことです。寒気とはまわりとくらべて低温な空気

のことですが、冬の寒気は、軍団となって波のように押し寄せることがあります。寒気の波、つまり冬将

軍は「寒波」を意味し、形や強さを変えながら、冬場は日本列島にも次々と押し寄せます。 

※参考資料『お天気歳時記 NHKニュースおはよう日本』 田代 大輔／著 日本放送出版協会 2005.3    

   ■レファレンス受付件数（2025年 9月分） 

参考 人文 社会 自然 郷土・文書 

87 1154 277 170 142 

国際 国連 こども ポピュラｰ 合計 

281 36 1395 881 4423 

（開館日 23日 一日平均 193件） 

 

図書館では、情報を求める利用者に対して、
図書館の資料と機能を活用して調査のお手伝い
をする「レファレンスサービス」を提供しています。
法律相談や物品鑑定などお答えできない質問も
あります。「レファレンスだより」は、実際に寄せら
れた質問について、総合図書館が回答した事例
の一部を紹介する情報紙です。 

 

冬将軍とは？ 

NHK の気象キャスターだった半井小絵さんの著書『半井小絵のお天気彩時記』 かんき出版 

2006.9 によると、「1812（文化 9）年秋、ナポレオンはロシアに侵攻したとき、モスクワに入城した

ものの、あまりにも寒さが厳しくすぐに退却。ロシアにではなく、寒さに負けてしまったのでした。 

これをイギリスの新聞記者が「general frost＝冬将軍」という言葉で報じたことが、気象を表す言

葉に「冬将軍」が使われた始まりだといわれています。」とのこと。さすがのナポレオンも寒さや積雪と

いう大自然の猛威には抗えなかったのですね。 

冬将軍の由来は？ 

由来は？ 

冬将軍
ふゆしょうぐん

到来
とうらい

！ 
冬になると天気予報で「冬将軍がやってきた」という言葉を耳にしたことはありませんか？ 

厳しい寒さを擬人化した表現なのですが、さて、この冬の寒さはどうでしょう？ 
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今月のレファレンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：豊臣秀吉は朝鮮出兵に向け唐津に名護屋城を築城し、秀吉が通った道は 

「太閤道」と呼ばれている。その「太閤道」について詳しく知りたい。 

質問：土葬は法律で禁止されているのだろうか。その事実を示しているものはないか。 

回答：以下のような資料があります。 
 

①『日本歴史地名大系 41 福岡県の地名』（平凡社 2004年）2階 C11 R291.03/ﾆ 

  ｐ.７２ 「唐津街道」の項に、「豊臣秀吉の九州平定の帰路や朝鮮出兵に伴う名護屋城への往復に利用さ

れた太閤道は唐津街道と重なる部分が多い」との記述があります。 

②『街道の日本史 48 博多・福岡と西海道』(吉川弘文館 2004年) 2階 D21 682.1/ｶ 

 ｐ.２６～３１ 「（２）唐津街道」の中で、太閤道の道筋についての説明がありました。 

③『日本近世交通史の研究』（丸山 雍成／著 吉川弘文館 1989年）2階 D21 682.1/ﾏ 

 ｐ.１１８～１２２ 「１ 唐津街道」の中で、太閤道の成立過程についての説明がありました。 

④『糸島の伝説 改訂版』（糸島郡観光協会／編 西日本新聞社 1978年）閉架書庫 388.19/ｲ 

ｐ.９～１１ 「太閤さまのお通り」では、糸島に通っている太閤道についての伝説が載っていました。 

⑤『二丈町誌 平成版』（二丈町誌編纂委員会／編纂 二丈町 2005年）2階 K2 K227.3/273/ﾆ 

 ｐ.279～281 「（一） 太閤道」の中で、太閤道について成立や糸島においての道のりの説明などの記述

がありました。 

⑥『早良郡志』（福岡県早良郡役所／編 名著出版 1973年）閉架書庫 291.91/ｻ 

  ｐ.１２３ 「第三節 史蹟」に「太閤塚と太閤道」という項目があります。原村について記述されているところ

なので、早良区近辺の道についての記載でした。 

回答： 以下のような資料があります。 

 
① 『日本大百科全書 5』（小学館 1994年）2階 C1 R031/ﾆ 

p.308 〔日本における火葬〕に「衛生の観点から、地方自治体が条例で土葬を禁止した」との記述が

ありました。 

② 『世界大百科事典 5』（平凡社 2009年）2階 C1 R031/ｾ 

ｐ.340 「火葬」項の〔日本の火葬〕の記述の最後に、「地方では条例によって土葬を禁じ火葬とした自

治体が多い」との記述がありました。 

③ 『民俗小事典死と葬送』（新谷 尚紀，関沢 まゆみ／編 吉川弘文館 2005年） 

2階 D7 R385.6/ﾐ 

ｐ.122 「土葬」の項に「火葬へという変化がみられ」るとありましたが、禁止したという記述ではありま

せん。 

④ 『日本葬制史』（勝田 至／編 吉川弘文館 2012年）2階 D19 385.6/ﾆ 

ｐ.293「近代的火葬の普及」の項に、「東京をはじめ都市の市街地での埋葬が禁止される」との記述が

ありました。 

⑤ 『逐条解説墓地、埋葬等に関する法律 新訂 第 4版』 

（生活衛生法規研究会／監修 第一法規 2025年）2階 D19 385.6/ﾁ 

ｐ.4「２ 現行墓地法制及び墓地、埋葬を巡る諸問題」には明治に埋葬に関する法律が制定され、日本

国憲法発布後に同様の法律が制定されたとありました。埋葬、火葬、改葬の手続きが規定されたもの

で、土葬を禁止する内容ではありません。 
ｐ.314～「埋火葬数の推移」の表に都道府県別の埋火葬数が載っていて、現在も埋葬されていることが

わかります。 
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質問：江戸時代における日本の人口と気温の推移が知りたい。 

回答： 以下のような資料があります。 
 
① 『一目でわかる江戸時代』（竹内 誠／監修，市川 寛明／編 小学館 2004年） 

分館所蔵 210.5/ﾋ 

p.40-41 今より寒かった江戸時代、p.43 総人口の変遷のグラフ 

② 『図説人口で見る日本史』（鬼頭 宏／著 PHP研究所 2007年）閉架書庫 334.31/ｷ 

表１ 日本列島の地域人口：縄文早期～2015年（16地域区分） 

p.78 図 4-1 江戸時代の農業発展、p.88 図 5-1 幕府調査人口 

③ 『世界の先端を行く江戸時代の SDGs』（齋藤 勝裕／著 シーアンドアール研究所 2025年） 

分館所蔵 210.5/ｻ 

    p.122  Chapter5. 江戸時代の気候 

④ 『人口大事典』（日本人口学会／編 培風館 2002年）2階 D6 R334.03/ｼﾞ 

p.91 地域別人口と人口増加率の表、p.92 徳川中後期の地域別人口推計の表 

⑤ 『国勢調査以前日本人口統計集成 別巻 1』（内務省，内閣統計局／編 東洋書林 1993年） 

  2階 D6 R358.1/ｺ 

  p.1-10 江戸時代全国国別人口表 

⑥ 『図説世界の気候事典』（山川 修治，江口 卓ほか／編集 朝倉書店 2022年） 

2階 E1 R451.9/ｽﾞ 

p.358 東アジアの夏季平均気温の変動グラフ 

質問：儒教について英語で書かれた本はあるか。  

回答：以下のような資料があります。 
  

①『Confucianism』（Daniel K.Gardner/著 Oxford University Press 2014年） 

邦題：儒教                                                   2階 A21 F804ENG/124.1/GA 

②『Simple Confucianism』（C. Alexander Simpkin・Annellen Simpkins/著 Tuttle 2000年） 

  邦題：簡明儒学                                            2階 A21 F702ENG/124.1/SI  

③『The analects of Confucius』（Watson, Burton/訳 Columbia University Press 2007年） 

  邦題：論語                                   2階 A21 F702ENG/124.12/CO  

④『Mencius』（D.C. Lau/訳 Penguin Books 2004年）          2階 A21 F804ENG/123.84/MO 

   邦題：孟子（書名）孟子が孔子の道を祖述して仁義を説き、あるいは遊歴の際、諸侯および弟子と 

問答したことを記した書 

⑤『Xunzi』（Watson, Burton/訳 Columbia University Press 2003年） 

邦題：荀子（書名）全 32篇のうち 10篇所収                      2階 A21 F702ENG/124.17/XU 

⑥『The I ching or, Book of changes』（Richard Wilhelmlm/訳 Princeton University Press  

1977年）                                                   閉架書庫 F702ENG/123.1/IC 

邦題：易経 

⑦『The I Ching workbook』（R. L. Wing/著 Doubleday 1979年）   閉架書庫 F702ENG/123.1/WI 

邦題：易経 
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     今月の一冊！ 
 

 

『図説古代エジプト文明辞典』 
（トビー・ウィルキンソン／著，大城 道則／監訳 柊風舎 2016年） ２階 C11 R242/ｳ 

 

イギリス出身のエジプト学者による総合的な古代エジプト文明辞典です。 

初心者から専門家までを利用対象としており、予備知識がなくても理解しやすいように分かりやすく書かれてい

ます。また、図や写真が多用されページをめくるごとに目でも楽しむことができます。特に「ギザ」や「王家の

谷」などの遺跡および記念構造物の平面図や、地図、王名一覧と編年表などの付属資料も充実しています。 

  

使ってみました ⇒スフィンクス(sphinx)について調べてみる。 

「人間の頭部を持つライオンの身体からなる謎の怪物。」とあり、その変形としてヒツジやハヤブサの頭部を持

つものや、ワニの尾を持つものなどが確認されていることが紹介されています。有名な「ギザの大スフィンクス」は

王家の埋葬地の守護神であり、その大きな姿が一目でわかる写真とともに掲載されています。 

 
 

総合図書館 専門図書のご案内 

読んでみたい本がありましたら、気軽にお尋ねください。 

 書名 著者名 出版者 
請求記号 

資料番号 

人 

文 

写真にみる日本図書館史 新藤 透／編著 
日外アソシエー

ツ 

010.21/ｼ 

1014917676 

山脇道子バウハウス回想集 
山脇 道子／[著]， 

川畑 直道／編 
みすず書房 

707.7/ﾔ 

1014918831 

社 
会 

海に沈んだ島の伝承と伝説 : 断層帯との

関係を含めて 
林 英一／著 五月書房新社 

388.1/ﾊ 

1014920811 

危険物運送の ABC : 判例・法令・保険の実

務的解説  
山口 修司／[ほか]共著 成山堂書店 

681.6/ｷ 

1014920829 

自 

然 

最新伝統木造建物の耐震入門 : 耐震診

断・補強のポイント 
林 康裕／著 学芸出版社 

524.91/ﾊ 

1014920761 

水産業法務のすべて 
長友 隆典／編著， 

長谷 成人／[ほか著] 
民事法研究会 

661.12/ﾅ 

1014918732 

今月の展示 ～総合図書館２階  主題別（専門書）・国際・国連 展示のご案内～ 

毎月 5つの部門でテーマ展示をしています。貸出も可能ですので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

≪人文科学≫ 哲学 

～正解のない世界へようこそ～ 
≪社会科学≫ 人権 

≪自然科学≫  物理 

 

≪国 際≫ SAMURAI WORLD 

 

≪国 連≫ 国連×人権 ≪１Ｆ ＲＣ１≫  税を考える 

 

 


